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1.  平成23年4月期第2四半期の連結業績（平成22年5月1日～平成22年10月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年4月期第2四半期 5,714 3.1 1,637 9.3 1,648 10.1 973 10.8
22年4月期第2四半期 5,542 11.3 1,498 8.4 1,497 8.8 878 9.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年4月期第2四半期 7,860.59 7,703.68
22年4月期第2四半期 6,616.47 6,455.27

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年4月期第2四半期 7,888 6,263 78.7 50,161.89
22年4月期 7,543 5,806 76.3 46,518.04

（参考） 自己資本   23年4月期第2四半期  6,211百万円 22年4月期  5,757百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年4月期 ― 0.00 ― 4,200.00 4,200.00
23年4月期 ― 0.00
23年4月期 

（予想）
― 4,200.00 4,200.00

3.  平成23年4月期の連結業績予想（平成22年5月1日～平成23年4月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,230 0.0 3,020 0.1 3,030 △0.4 1,790 16.8 14,461.72



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年4月期2Q 133,510株 22年4月期  133,460株
② 期末自己株式数 23年4月期2Q  9,685株 22年4月期  9,685株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年4月期2Q 123,814株 22年4月期2Q 132,793株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は回復基調を持続しつつも、失業率が高水準にあるな

ど依然として厳しい状態にあります。 

 モバイルビジネスを取り巻く環境につきましては、平成22年10月31日現在における携帯電話の累計契約台数が

11,590万台、そのうち第３世代携帯電話端末の台数は11,388万台(前年同期比8.6％増)(注１)となっており、全体の

98.3％を占めるに至っております。また、モバイルコンテンツ市場とモバイルコマース市場をあわせたモバイルコン

テンツ関連市場は2009年度に15,206億円(前年同期比12.4％増)(注２)となり依然としてマーケットは拡大していま

す。また、一方では現在の市場規模こそまだ小さいものの、iPhoneやAndroid携帯など、オープンプラットフォーム

をベースにしたスマートフォンが台頭し、今後はスマートフォンにおけるモバイルコンテンツ関連市場の拡大が予想

されるなど、モバイルコンテンツ関連市場を取り巻く環境は大きく変化していく可能性も見込まれています。 

 このような環境の中、当社グループでは更なる収益機会の創造による成長を目指して、一層の企業収益力の基盤強

化を当連結会計年度のテーマとして取り組んでおります。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5,714,699千円（前年同四半期比3.1％増）、営業利益

1,637,236千円（前年同四半期比9.3％増）、経常利益1,648,195千円（前年同四半期比10.1％増）、四半期純利益

973,251千円（前年同四半期比10.8％増）となりました。 

  

 セグメント別の概況は以下のとおりであります。なお、当連結累計期間よりマネジメントアプローチの導入に伴

い、セグメント情報の区分を変更したため、各セグメントの前年同四半期比較は行なっておりません。 

（注１）社団法人電気通信事業者協会の調査に拠っております。 

（注２）モバイル・コンテンツ・フォーラムの調査に拠っております。 

  

①コンテンツ事業 

 コンテンツ事業につきましては、新しいエンタテイメントジャンルとして当社が創造する「スピリテイメント」

(注３)の普及に向けて資源を集中させる一方、それ以外の領域では、更に利益率を向上させることにより、新規事業

への投資と収益性のバランスを取りながら、事業全体を成長させることを基本方針としております。当第２四半期連

結累計期間におきましては、新規サイトの投入による集客力の向上及び広告出稿の最適化を課題として取り組み、携

帯電話向け公式コンテンツでは23サイト、ＰＣコンテンツでは62サイトの新規投入を行い、当第２四半期連結累計期

間末現在における月額課金会員数は224万人となりました。更に、当社の提供する有料・無料サイトの会員約500万人

をつなぐ初の自社プラットフォームとなる新規サイト「スピチャン」では、仮想通貨を導入し、個別課金を開始して

おります。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間末現在、当社グループが運営する携帯電話向け公式コンテンツは433サイ

ト、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,423,359千円、セグメント利益は1,965,226千円となりました。 

（注３）スピリテイメントとは、「スピリット」と「エンタテイメント」を合わせた造語。当社が創造するエンタテ

イメントの新しいジャンルで、「占い」のように太古からの原型が踏襲され、自然かつありのままの姿を意

識するような純度の高い娯楽性コンテンツ。 

  

②コマース関連事業 

 当社グループのコマース関連事業は、モバイルコマース事業と携帯電話販売事業の２つに大きく分けられます。モ

バイルコマース事業につきましては、新規サイトの投入及び積極的な広告出稿による集客力の向上を課題として取り

組んでまいりました。また、携帯電話販売事業を行っている子会社の株式会社ジープラスにつきましては、引き続き

収益及び利益の拡大に向けて努めてまいりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間末現在、当社が運営する携帯電話向けコマースサイトは33サイト、ＰＣ向

けサイトは２サイト、子会社が運営する携帯電話ショップは３店舗となり、当第２四半期連結累計期間の売上高は

1,170,309千円、セグメント利益は56,006千円となりました。 

  

③その他の事業 

 その他の事業につきましては、主に、「Y! Suica」や「サクッとシネマサーチ」等のサイト運営を他社と共同で行

ってまいりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は121,030千円、セグメント利益は19,045千円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して344,910千円増加し、7,888,872千円となり

ました。その主な要因は、売掛金の増加449,931千円によるものであります。 

 負債合計は、前連結会計年度末と比較して111,725千円減少し、1,625,781千円となりました。その主な要因は、役

員退職慰労引当金の減少143,300千円によるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末と比較して456,636千円増加し、6,263,091千円となりました。その主な要因は、利益

剰余金の増加453,396千円によるものであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較

して136,046千円減少し、3,644,914千円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動による資金の増加は、596,475千円となりました。その主な要因は、前連結会計年度末の前後における大

型連休に伴う売掛金の一時的な回収を要因とする売上債権等の増加額449,931千円、法人税等の支払額626,438千円が

あったものの、税金等調整前四半期純利益1,642,832千円の計上、減価償却費138,836千円の計上があったことによる

ものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金の減少は、215,279千円となりました。その主な要因は、有形固定資産の取得による支出

31,647千円、無形固定資産の取得による支出158,934千円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の減少は、517,242千円となりました。その主な要因は、配当金の支払額516,887千円によるも

のであります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年４月期の業績予想につきましては、概ね当初予想どおり順調に推移しており、平成22年６月７日に公表し

ました業績予想に変更はありません。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法  

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が生じておら

ず、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した

将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

２．その他の情報



（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用しております。なお、これによる損益に与える影響はありません。 

２．「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。なお、これによる損益に与える影響はありません。 

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,141,873 3,278,121

売掛金 2,367,761 1,917,830

有価証券 603,041 502,839

商品及び製品 32,755 16,874

その他 140,087 195,719

貸倒引当金 △37,560 △31,237

流動資産合計 6,247,958 5,880,149

固定資産   

有形固定資産 139,501 143,897

無形固定資産   

ソフトウエア 265,893 211,670

のれん 206,689 213,504

その他 31,144 42,354

無形固定資産合計 503,727 467,529

投資その他の資産   

投資有価証券 621,766 697,483

その他 375,918 354,902

投資その他の資産合計 997,684 1,052,386

固定資産合計 1,640,913 1,663,813

資産合計 7,888,872 7,543,962

負債の部   

流動負債   

買掛金 492,546 480,490

未払金 373,496 345,631

未払法人税等 630,013 635,280

役員退職慰労引当金 － 143,300

賞与引当金 1,920 －

その他 127,805 132,804

流動負債合計 1,625,781 1,737,507

負債合計 1,625,781 1,737,507

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,446,343 1,445,843

資本剰余金 1,371,718 1,371,218

利益剰余金 4,889,770 4,436,373

自己株式 △1,495,870 △1,495,870

株主資本合計 6,211,962 5,757,565

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △666 204

評価・換算差額等合計 △666 204

少数株主持分 51,794 48,684

純資産合計 6,263,091 5,806,454

負債純資産合計 7,888,872 7,543,962



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成22年10月31日) 

売上高 5,542,916 5,714,699

売上原価 1,795,981 1,876,385

売上総利益 3,746,935 3,838,313

販売費及び一般管理費 2,248,517 2,201,076

営業利益 1,498,417 1,637,236

営業外収益   

受取利息 4,553 1,491

持分法による投資利益 － 5,826

投資事業組合投資利益 962 805

その他 2,855 4,459

営業外収益合計 8,371 12,582

営業外費用   

支払利息 － 1,389

持分法による投資損失 9,054 －

その他 224 234

営業外費用合計 9,279 1,624

経常利益 1,497,509 1,648,195

特別損失   

固定資産除売却損 84 5,362

業務委託契約解約損 3,333 －

特別損失合計 3,417 5,362

税金等調整前四半期純利益 1,494,091 1,642,832

法人税、住民税及び事業税 596,323 624,361

法人税等調整額 12,832 42,110

法人税等合計 609,156 666,471

少数株主損益調整前四半期純利益 － 976,361

少数株主利益 6,314 3,109

四半期純利益 878,620 973,251



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
 至 平成21年10月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成22年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,494,091 1,642,832

減価償却費 106,385 138,836

長期前払費用償却額 16 740

投資事業組合運用損益（△は益） △962 △805

のれん償却額 6,815 6,815

貸倒引当金の増減額（△は減少） 949 6,323

賞与引当金の増減額（△は減少） － 1,920

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 19,528 －

受取利息 △4,553 △1,491

支払利息 － 1,389

固定資産除売却損益（△は益） 84 5,362

持分法による投資損益（△は益） 9,054 △5,826

売上債権の増減額（△は増加） △38,415 △449,931

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,160 △15,616

仕入債務の増減額（△は減少） △44,684 12,056

未払消費税等の増減額（△は減少） △30,748 △7,143

未払金の増減額（△は減少） 40,853 32,737

その他 △28,824 △145,395

小計 1,530,749 1,222,804

利息の受取額 4,545 1,498

利息の支払額 － △1,389

法人税等の支払額 △759,887 △626,438

営業活動によるキャッシュ・フロー 775,407 596,475

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 300,000 －

有形固定資産の取得による支出 △5,925 △31,647

無形固定資産の取得による支出 △95,420 △158,934

投資有価証券の取得による支出 △446,979 △19,433

差入保証金の差入による支出 △42 △100

差入保証金の回収による収入 － 4,354

その他 － △9,518

投資活動によるキャッシュ・フロー △248,368 △215,279

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 646 853

配当金の支払額 △527,944 △516,887

その他 △1,208 △1,208

財務活動によるキャッシュ・フロー △528,507 △517,242

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,468 △136,046

現金及び現金同等物の期首残高 4,044,047 3,780,961

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,042,579 3,644,914



該当事項はありません。   

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成21年10月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業はサービスの内容及び特性を考慮して区分しております。      

２．事業区分の内容  

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成21年10月31日） 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成21年10月31日） 

  連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

デジタル 

コンテンツ

事業 

（千円） 

コマース 

関連事業 

（千円） 

その他の 

事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全

社 

（千円） 

連結 

（千円） 

 売上高            

 (1）外部顧客に対する 

売上高 
 4,410,642  1,043,094  89,179  5,542,916  －  5,542,916

 (2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  4,410,642  1,043,094  89,179  5,542,916  －  5,542,916

 営業利益又は営業損失（△）  1,753,523  89,356  △15,046  1,827,834 ( ) 329,416  1,498,417

事業区分 主要サービス 

デジタルコンテンツ事業 モバイルコンテンツ及びＷＥＢコンテンツ等の提供   

コマース関連事業 インターネットや店舗等での商品販売   

その他の事業 上記に該当しない事業活動により生じたもの 



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、主にインターネット上におけるコンテンツ等の提供を中心に事業活動を展開しております。その中

で、「コンテンツ事業」及び「コマース関連事業」の２つを報告セグメントとしております。「コンテンツ事

業」は、主に携帯電話・PC向けにコンテンツサービスの提供を、「コマース関連事業」は、携帯電話・PC上及び

リアル店舗での商品等の販売を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年５月１日 至平成22年10月31日） 

 （注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託業務及び広告事業等を含ん

でおります。 

２．セグメント利益の調整額は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。  

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

    （単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

コンテンツ
事業 

コマース
関連事業 

計 

売上高               

外部顧客への売上高  4,423,359  1,170,309  5,593,668  121,030  5,714,699  －  5,714,699

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  －  －  －  －  －

計  4,423,359  1,170,309  5,593,668  121,030  5,714,699  －  5,714,699

セグメント利益  1,965,226  56,006  2,021,232  19,045  2,040,277  (403,040)  1,637,236

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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